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オーガナイザー
　白井孝宏（広島大院医系科学）
　中嶋龍（広島大院医系科学）

　本シンポジウムの目的は、メディシ
ナルケミストリー最前線の研究成果を
討論することである。全⼈類の英知と
たゆまぬ努⼒は、医学、薬学領域に
大きな進歩をもたらし、様々な病気
を克服するための画期的な治療法が
日々開拓されている。しかし、現在
でも有効な治療法の乏しい疾患が依然
として数多く残されている。こうした

背景のもと、薬学領域の継続的発展
には、専⾨領域の異なる研究者間で
の研究成果や問題意識の共有が⾮常に
重要である。
　本シンポジウムでは、現代のメディ
シナルケミストリーを牽引するシンポ
ジストの方々に薬学領域における課題
やそれらに対する独自の研究戦略に関
してご講演をいただき、討論する時間
としたい。本討論への参加を通して、
メディシナルケミストリーの未来を一
緒に考えていけたら幸いである。

（白井孝宏）

薬学領域に貢献するメディシナルケミストリー
最前線（2021年度）

オーガナイザー
　樋坂章博（千葉大院薬）
　家入一郎（九大病院薬）
　千葉康司（横浜薬大）

　ファーマコメトリクスは、「医薬品
の効果に関連する全ての情報をコン
ピュータで統合して解析し、最適な方
法を選択することで新薬開発や医療を
効率化しよう」との技術である。これ
まで、特に薬物動態学、医薬品開発の
分野で発展したが、それにとどまらず
薬効の探索や最適な医療の現場におけ
る選択、さらに、最近の機械学習の考
え方の適用も広がっている。さらに、
臨床開発の分野ではＭＩＤＤやＭＩＤ

３などの戦略も盛んに議論されてい
る。利用する情報としては、基本的に
文献情報を使うＭＢＭＡに加えて、臨
床試験個別情報の公開制度や臨床のリ
アルワールドデータの利用などへ多様
性が広がっており、これに伴う技術の
進歩も必要となっている。
　本シンポジウムでは、そのような新
しい多様な試みの中から、慢性心不全
における心臓負荷のモデリングや薬物
治療と運動療法の関係、胎児薬物曝露
の予測、臨床現場で収集されたＴＤＭ
情報の精密解析などの事例を紹介いた
だく。それらの技術が新薬開発の戦略
や患者治療の進歩をどのように変える
かを議論する。　　　　（樋坂章博）

ファーマコメトリクス解析による
医療個別化の推進

オーガナイザー
　米田誠治（鈴鹿医療大薬）
　樋口恒彦（名市大院薬）

　シスプラチンが臨床導入されてから
40年以上が経過した現在においても、
白金製剤は様々な固形癌の化学療法に
用いられている。白金製剤は全て電気
的に中性なc i s型白金（Ⅱ）単核錯体

であり、同様の基本骨格を用いて分子
設計すれば、有効な抗腫瘍効果を発揮
する白金錯体を得ることができる。
　しかし、近年においては、副作用の
軽減および白金製剤に対する交叉耐性
の克服を念頭に、白金製剤とは基本骨
格が大きく異なる白金錯体、あるい
は白金以外の白金族元素（R u・R h・
Pd・Os・Ir）を用いた「型破りな」創

薬研究が進められている。白金族元素
の金属錯体は加水分解を受けにくいた
め、金属錯体特有のユニークな幾何学
構造を水溶液中で維持しながら、標的
となる生体分子と結合することができ
る。また、機能性配位子を導入するこ
とで、従来の白金製剤とは異なったア
プローチによる創薬が可能になる。
　本シンポジウムでは、白金族元素を
用いた癌治療薬および癌診断薬の創薬
研究を紹介し、無機医薬品化学の新た
な展開を議論する。　　（米田誠治）

白金族元素を用いた「型破りな」創薬研究

オーガナイザー
　澁谷正俊（名大院創薬）
　坂井健男（名城大薬）
　薬師寺文華（北大院薬）
 
　有機合成化学は、新しい分子を人工
的に創り出すことを可能にする学問で
ある。薬学の分野では、医薬分子が生
み出されたり、生体の機能を解明する
ためのツールが開発されたりするな
ど、有機合成は創薬研究を支える基盤
技術として発展してきた。
　しかしながら近年、低分子を中心と
する従来型の医薬品開発から中分子や
バイオ医薬品等へとモダリティが多様
化し、これまでの有機合成技術の延長

だけでは通用しない時代を迎えてい
る。このような有機合成化学のニュー
ノーマル時代を、広い視野を持って新
しい化学を生み出し切り拓いていくた
め、幅広い分野で活躍する５人の若手
化学者に最新の研究成果を紹介してい
ただき議論する。
　具体的には、天然物 ‐擬天然物の全
合成、最新創薬技術を駆使した新規抗
癌剤の開発、生細胞内標的分子を同時
検出可能なラマンプローブ、触媒や薬
剤輸送のためのナノ炭素材料、亜鉛反
応剤の多面的反応性を利用する分子構
築法に関する研究成果を紹介していた
だく。

（澁谷正俊）

有機合成化学の若い力：有機合成化学の
ニューノーマル時代を切り拓く

オーガナイザー
　齊藤達哉（阪大院薬）
　新井洋由（東大院医）

　オルガネラは生命の根幹をなす細胞
活動に関わる小器官であり、様々な特
徴を持ったオルガネラは各々が高度に
専門化した役割を担っている。オルガ
ネラの機能不全は種々の疾患の発症へ
とつながるため、機能低下防止・機能
改善に導く治療薬の開発が試みられる
など、オルガネラは薬学領域において
重要な研究対象と考えられている。
　顕微鏡技術の進歩に伴い、「一つの
オルガネラの中に異なる役割を担う区

画が存在すること」や「オルガネラ機
能の多くがこれらの区画における素反
応の集積として発揮されること」が
次々と判明している。これらの機能区
画を“オルガネラ・ゾーン”と定義し、
新たなオルガネラ像の確立を目指す研
究の潮流が生まれている。
　本シンポジウムでは、オルガネラ・
ゾーンの観点から、生命現象の理解、
疾患病態の解明や細胞制御法の開発に
取り組んでいる研究者が、最新の研究
成果を紹介する。さらに、オルガネラ
生物学の今後の展開ならびにオルガネ
ラを標的とする創薬の可能性について
議論する。　　　　　　（齊藤達哉）

オルガネラ研究の新機軸
－オルガネラ・ゾーンの確立と創薬への展望


